
初心に返った安全衛生活動

～『安全意識を醸成するための伝え方』～

日本自動車工業会 安全衛生分科会

Ｂグループ研究会

「伝える安全」から「伝わる安全」へ

～レッツ・ブラッシュアップ！安全活動～



突然ですが、あなたの会社の安全活動は

従業員の皆さんに本当に響いていますか？



人も設備も社会も変化し続けています

では安全活動はどうでしょうか、、、



一般社団法人日本自動車工業会
安全衛生分科会 研究会Bグループ

関東圏内に本社を有する
自動車メーカー

いすゞ自動車株式会社

日産自動車株式会社

UDトラックス株式会社

日野自動車株式会社

本田技研工業株式会社

三菱ふそうトラック・バス株式会社

幹事会社：株式会社SUBARU
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【TEAM ＭＥＭＢＥＲ】

株式会社ＳＵＢＡＲＵ
小島 康彰

株式会社ＳＵＢＡＲＵ
日野 貴透

日産自動車株式会社
池田 誠

UDトラックス株式会社
佐藤 衛

いすゞ自動車株式会社
三輪 大陸

日野自動車株式会社
河端 輝

本田技研工業株式会社
加隝 憲康

三菱ふそうトラック・バス株式会社

野原 浩樹

三菱ふそうトラック・バス株式会社

中島 康夫

株式会社ＳＵＢＡＲＵ
青山 暉
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日本自動車工業会
Bグループ研究会
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日本自動車工業会
Bグループ研究会

終わりに

テーマ選定

１
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５

４

６

メンバー紹介

テーマ選定

データ分析
～労働災害の傾向～

考察：「安全意識」を醸成させるため

各社の安全活動
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働く人すべての
安全と健康

テーマ選定 日本自動車工業会
Bグループ研究会

交通災害

交通四悪の根絶はどうか？

①飲酒運転
②暴走運転
③無免許運転
④ひき逃げ

健康・メンタルヘルス

からだの健康・心の健康は？

①就業制限者の増加
②体力課題
③生活類似型災害の増加
④熱中症

モノづくりの環境変化

変化する世の中に課題？

①グローバル進化？繋がり？
②次世代バッテリーの安全管理
③法改正（化学物質管理等）

労働安全

労働災害の対策をしているが減ってない！？

①繰り返される労働災害
②ヒヤリハット・KYTの形骸化
③基本ルール逸脱による災害
④安全意識の希薄化
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働く人すべての
安全と健康

テーマ選定 日本自動車工業会
Bグループ研究会

労働安全 色々と安全活動やっている
けど、なかなか労働災害が

減らないなぁ、、、

過去にはBグループ研究会で
『安全意識』をテーマにしたこ

とあったよね

安全活動って色々あるけど、
始まるとやめられないよね

労働災害の対策をしているが減ってない！？

①繰り返される労働災害
②ヒヤリハット・KYTの形骸化
③基本ルール逸脱による災害
④安全意識の希薄化

でも安全活動って
始めてから中身は

なかなか変わらないよね

9



日本自動車工業会
Bグループ研究会

終わりに

データ分析

～労働災害の傾向と「安全意識」～

１

２

３

５

４

６

メンバー紹介

テーマ選定

データ分析
～労働災害の傾向と「安全意識」～

考察：「安全意識」を醸成させるため

各社の安全活動対象年:２０１５‐２０２４
総件数：約1,400件
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日本自動車工業会
Bグループ研究会
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日本自動車工業会
Bグループ研究会

新型コロナウイルスによる影響

BAD要因
・コミュニケーションの希薄化
・教育機会の減少（安全衛生教育等）

一時的に減少

右肩上がり

【災害区分別 労働災害発生件数 推移】

休
業

不
休
業

死
亡

データ分析 ～労働災害の傾向（災害区分）～

安全のマインド強化

・労災を吸い上げる仕組み強化
・軽微なケガも洗い出し
・報告の重要度がさらにＵＰ

（件数）
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日本自動車工業会
Bグループ研究会

43.8%

27.9%

13.5%

14.9%

経験年数別

1年以上
5年未満

５年以上
１０年未満

１０年以上

1年未満

4.8%

29.4%

22.1%

14.3%

16.9%

12.6%

世代別

30代

40代

50代

10代

20代

60代

20・３０代
約5割

【経験年数別 労働災害発生件数 割合】

10・６０代
約2割

【世代別 労働災害発生件数 割合】

データ分析 ～労働災害の傾向（経験別・世代別）～

71.7%

28.4%

5年未満

5年未満で
7割以上

【経験年数別 労働災害発生件数 割合】

5年以上

【Ｐｏｉｎｔ】

人数の構成比を考えると世代別より

経験年数がより強く関係している！？
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日本自動車工業会
Bグループ研究会

【経験年数別 労働災害発生件数 推移】

データ分析 ～労働災害の傾向（経験：項目別）～
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労働災害の傾向と「安全意識」
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日本自動車工業会
Bグループ研究会データ分析 ～労働災害の傾向（雇用形態）～
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日本自動車工業会
Bグループ研究会
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作業方法は作業者の意識！？
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安全意識が
低いので

不安全行動をする

労働災害発生！！

安全意識が
高ければ防げた
可能性大

データ分析 ～労働災害の傾向（内容）～
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世の中の動き
日本自動車工業会
Bグループ研究会

2016以前 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024以降

外国人労働者増加傾向

・「特定技能制度」開始
※人手不足が深刻な産業分野で、一定の専門性・技能を有する

 外国人材を労働者として受け入れる在留資格制度

多様な人に機会

言語課題？

文化・風習
の違い？

会社（職場）の
受け入れ体制？

価値観？

人財・働き方多様化

・女性活躍推進法施行
・育児休業推進（男性）
・働き方改革推進
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ここまでのまとめ①
日本自動車工業会
Bグループ研究会

①：労働災害の件数は増加傾向

④：災害の要因は「意識」的な問題のものが多い
 上司の指示（伝え方）にも課題あり！？

⑤：世の中で多様化の流れがある
 様々な人へ伝えなければならないが、難しさもある！？

②：近年は経験年数5年未満が7割以上を占めている

心

体技

③：非正規雇用者による労働災害増加している
 在籍短いので経験少ない・教育を手厚くしにくい！？
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日本自動車工業会
Bグループ研究会

終わりに

１

２

３

５

４

６

メンバー紹介

テーマ選定

データ分析
～労働災害の傾向～

考察：「安全意識」を醸成させるため

各社の安全活動

考察

「安全意識」の醸成させるため
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過去の研究発表（安全意識）
日本自動車工業会
Bグループ研究会

２０１７ 自動車産業安全衛生大会
２０１８ 全国産業安全衛生大会

テーマ

安全意識はなぜ失われるのか？

結論

安全意識は身についていなかった！

提言

しっかり しつこく 丁寧に！！

とは言っても
どうしたら伝わる！？
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疑似体験
日本自動車工業会
Bグループ研究会

準備：何か書く準備をしてください
（なければ頭にイメージでOK）

１：〇を４個書いてください

２：〇の真ん中に線を引いて下さい

模擬体験：私はあなたの上司です。今から製造現場であなたに3つ指示を出します。

３：線の真ん中から左半分の○を
  塗り潰して下さい

21



業界の常識？？
※言葉で発する際に

省略される

伝達と理解のイメージ
日本自動車工業会
Bグループ研究会

表

現

す

る

言

葉

聴

く

理

解

す

る

自
分
な
り
の
理
解

伝

達

上 司 部 下

世間の常識？？
※言葉で発する際に

省略される

欠落

歪んだ
理解

付加

憶測・判断
自分の経験

正しく理解
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伝達と理解のイメージ
日本自動車工業会
Bグループ研究会

安全活動の始まり

個人に響かせる活動

自分毎に捉える為の活動

モチベーション向上に関する活動

経営層視点の活動

安
全
活
動

長い時間が経つと、、

これぞ
安全！！

安全レベルHigh

おーい！
安全は

こうだよーどういう意味？
What do you mean?

你是什么意思？

最新技術！！
・・・？

どうやって活かすの？

社会は変わる！！

取り組みは変わった？
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ここまでのまとめ②
日本自動車工業会
Bグループ研究会

①：過去研究会の結論は「意識は失うもの」ではなく「身についていないもの」
提言：安全活動は『しっかり しつこく 丁寧に』

③：イメージ化：伝達（伝える側）と理解（受け取り側）
伝えたいことと伝わることの乖離についてイメージ化しました

②：疑似体験：ワーク
伝えたいことと伝わることの乖離について疑似体験していただきました

④：『安全』を伝えているが、今までのやり方では伝わらないことが課題

安全活動は『伝わるようにブラッシュアップすべき』

④：災害の要因は「意識」的な問題のものが多い
上司の指示（伝え方）にも課題あり！？

心

体技
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日本自動車工業会
Bグループ研究会

まとめ

各社の安全活動

１

２

３

５

４

６

メンバー紹介

テーマ選定

データ分析
～労働災害の傾向～

考察：「安全意識」の醸成させるため

各社の安全活動
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各社の安全活動の調査
日本自動車工業会
Bグループ研究会

個人に響かせる活動
自分毎に捉える為

の活動
モチベーション向上
に関する活動

経営層視点の活動

施

策

モ

ノ

・ポケ手無し活動

・災害再現動画（労災）

・安全教育

・安全道場、トレーニング
センター

・ヒヤリハット活動

・安全宣言

・情報水平展開（労災）

・安全を考える日

・風化させない活動

・フィールドコミュニケー
ション活動

・安全週間イベント

・褒める文化構築活動

・経営層・幹部による立哨
活動

・食堂イベント（講話＋表
彰）

・TOP巡視（所長、部長等
が現場確認・対話）

・安全リーフレット
・安全バッチ
・機械内立入りカード
・ヘルメットステッカー

・役職者腕章
・ポケットカード
※行動前の注意
   緊急連絡網

 禁止事項（歩行・運転等）

・私達の安全カレンダー
（無災害日の見える化）

・職場表彰（社長表彰、無
災害、改善活動等）

昨年度、有効性について研究発表。

今回分析の課題感にもあった経験年数が少ない社員に対して有効であり、
その教育内容を随時更新していく大切さを伝えた。

1 2

3 4

5 6

7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24

25 26

27 28

29 30 31
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各社の安全活動の調査
日本自動車工業会
Bグループ研究会

ブラッシュアップした安全活動

基本の安全活動 情報の水平展開
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【重大危険源７】
①動力
挟まれ・
巻き込まれ

②重量物
接触

③車両
接触

④高所
墜落・転落

⑤電気
感電

⑥高熱物
熱・爆発

⑦酸欠

① 『ブラッシュアップした安全活動』 ： 基本の安全活動
日本自動車工業会
Bグループ研究会

ブラッシュアップ前

意識 知識 考動

リスクアセスメント・ＫＹ
やるぞ！！

実は危険をわかっていない
発生した危険に気付けない

ブラッシュアップ実行

リスクの
特定

リスクの
見積もり

リスクの
優先度の設定

リスクの
低減実施

ヒヤリハット

ＲＡ・ＫＹ

TPM

意識

知識

考動
活動進行中

しかし確かな手ごたえ！！
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②『ブラッシュアップした安全活動』 ： 情報水平展開（やり方）
日本自動車工業会
Bグループ研究会

Before

王道だけど難しい水平展開

❑ 災害の事象が記載された報告書を展開

 文章が多く興味がわかずしっかりと見てくれない
 災害のイメージが出来ず自部署対策に繋がらない

労働災害発生

現地確認

対策会議

対策完了

第1報

対策書

周知・教育等

第2報

・読み解くには知識・経験が必要
・興味わく工夫必要
・自分事になりにくい

・日時
・場所
・被災者情報
・発生状況
・被災程度
・原因
・対策
・注意ポイント
・etc,,,
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日本自動車工業会
Bグループ研究会②『ブラッシュアップした安全活動』 ： 情報水平展開（やり方）

労働災害再現動画

❑ ＣＧを活用したもの ❑ 実際の現場撮影によるもの

実際に立ち入りできない場所も再現可能

怪我の表現に対し、生身ではできないリアルさが可能

実際に働く職場なので心に響く

機械が現実にあるので、イメージが鮮明になる
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各社の安全活動の調査
日本自動車工業会
Bグループ研究会

ブラッシュアップした安全活動

基本の安全活動 情報の水平展開

今までの

安全活動を

見直そう

新しい

やり方を

取り込もう
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日本自動車工業会
Bグループ研究会

終わりに

まとめ

１

２

３

５

４

６

メンバー紹介

テーマ選定

データ分析
～労働災害の傾向と「安全意識」～

考察：「安全意識」の醸成させるため

各社の安全活動
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安全活動を止めずに続けているのは仲間を守るためです

安全活動の大切さを「伝える」ためには、

従業員の皆さんの心に『響かせ』なければ「伝わりません」



しかし昔と今では、働く仲間・扱う設備、社会が変わり

昔と同じままでは伝わらないでしょう

「伝わる」安全活動にするためにも

各社安全活動を、、、



ブラッシュアップしましょう！！



fin

ご清聴ありがとうございました

安全に企業の垣根無し

日本自動車工業会 安全衛生分科会

Ｂグループ研究会

「伝える安全」から「伝わる安全」へ

～レッツ・ブラッシュアップ！安全活動～
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